第５４回全日本学生法律討論会　　問題　　【商法】　　　香川大学

Y1会社は、自己の商号を用いて手形行為を行うことをY2会社に許諾していた。そこで、Y2会社の代表取締役であるY3は、Y2会社の買掛金の支払のために、Y1会社の商号を用いて約束手形を振り出した。この手形の所持人であるXは、誰に対していかなる請求をなすことができるか論ぜよ。
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